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■金具の取付け方法

■吊込み手順

●前後･左右調整プレートと
　ドア側ハネの取付け

前後･左右調整プレート

ドア側ハネ

ドア

①

②

③

ドアの加工部に前後・左右調整プレートを
取付けます。
ドア側ハネを前後・左右調整プレートに取
付けます。
縦枠に枠側ハネを取付けます。 4ヶの皿穴部にタッピンねじを通

して取付けます。

3ヶの皿穴部に小ねじを通して､
前後・左右調整プレートに取付け
ます。

①
②
上用丁番の軸芯棒を引き出します。
ドアが上枠に当たらないようにドアをや
や傾けながら、下用丁番から差込みます。

③ドアをまっすぐに立てて上用丁番の位置
合わせをしてから、軸芯棒を下げて上用丁
番の結合を行います。

④建付けと軸芯カバーの調整をして完了で
す。
※軸芯カバーがきちんと嵌合していないと
破損することがあります。

③

①

②

施 工 ガ イ ド

ドア

枠 ドア枠

●下用丁番の上下調整ねじ
　を左に回すと、ドアは下が
　ります。

●下用丁番の上下調整ねじ
　を右に回すと、ドアは上が
　ります。

上下調整ねじを
左に回すと、
ドアが下がります。
最大 2.5mm

上下調整ねじを
右に回すと、
ドアが上がります。
最大 2.5mm

ドアの上部が枠に当たる

ドアの開き側が枠に当たる

ドアの開き側のすきまが大き過ぎる

ドアの下部が床をこする

上下調整
ねじ

前後調整用
固定ねじ

前後調整用
固定ねじ

前後調整ねじ

前後調整用
固定ねじ

前後調整用
固定ねじ

前後調整ねじ

ドアが後に下がり過ぎている

ドアが前に出過ぎている

固定ねじ

左右調整ねじ

固定ねじ

左右調整ねじを
左に回すと、
ドアが開き側に
寄っていきます。
最大 2.5mm

左右調整ねじを
右に回すと、
ドアが吊元側に
寄っていきます。
最大 2.5mm

左右調整ねじ

固定ねじ

②ドア側ハネの固定ねじを締めると、
　ドアは吊元側に移動します。

①ドアを移動させたい分量まで、
　左右調整ねじを右に回しておきます。

③位置が決まったら、緩めておいた
　前後調整用固定ねじを締めます。

②前後調整ねじを左に回して、
　ドアを前方に移動します。

③位置が決まったら、緩めておいた
　前後調整用固定ねじを締めます。

②前後調整ねじを右に回して、
　ドアを後方に移動します。

①ドア側ハネの前後調整用固定ねじ
　を緩めておきます。

①ドア側ハネの前後調整用固定ねじ
　を緩めておきます。

前後調整ねじを
左に回すと、
ドアが前方向に
寄っていきます。
最大 3mm

前後調整ねじを
右に回すと、
ドアが後方向に
寄っていきます。
最大 1mm

上
下
調
整
方
法

左
右
調
整
方
法

前
後
調
整
方
法

上下調整
ねじ

③位置が決まったら、緩めておいた
　固定ねじを締めます。

②左右調整ねじを左に回して、
　ドアを開き側に移動します。

①ドア側ハネの固定ねじを緩めて
　おきます。

一般住宅屋内用木製ドア（浴室には使用できません）
◇対応ドア厚：33mm・36mm
◇ドア質量：総質量で25kg以下（ドア幅800mm以下×ドア高さ2000mm以下・丁番上下セット使用の場合）
◇　　　　：本品は左右勝手があります。ご注文の際は必ず､左右いずれかを明示してください
　（ドアが手前に開く側から見て､左側に丁番が付く場合を左勝手､その反対を右勝手と呼びます）。

3方向調整丁番3方向調整丁番

④

上
用
丁
番

下
用
丁
番

軸
芯
カ
バ
ー
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